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インターナショナルSOSグループ概要
（ 2022年時点 ）

社名 The International SOS Group of Companies

本社所在地 ロンドン・シンガポール
設立 1985年
全社従業員数 約13,000名 (うち常勤医師 約1,800名）

顧客数 9.500社（Fortune Global 100の82% 、Fortune Global 500の67%を含む）

対応言語 100言語 (含む各国方言）

アシスタンスセンター 22か国27か所（24時間、365日稼動）

直営及び合弁クリニック 53クリニック

事業所 78か所、グループ会社事業所141か所

遠隔地サービス拠点 66か国 1,000か所 （洋上プロジェクト300か所を含む）

提携プロバイダー 全世界 103,000（米国内の数を含まず）

病院・外来診療所、歯科、臨床心理士、民間救急、チャーター会社・
航空会社、通訳者、葬儀社、セキュリティ会社、他）

※米国内提携医療機関数 878,864

アシスタンス実績 医療関連サービス 855,236件 (2021年)

医療・セキュリティ移送 3,104件 (2021年)

セキュリティ・トラベルサービス 58,000件 (2021年)  

品質認定 ISO9001: :2015 など
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医療アシスタンスサービスとは

 自国を離れた地での健康・傷病の相談と受診に関する支援のサービス。ユーザーは電話で要請
 多言語対応の所定のセンターへユーザーが電話でサービス要請
 ユーザー： 法人契約企業・団体の社員・家族（多国籍企業、各国政府機関、など）

提携保険会社の保険加入者 （提携損保の旅行保険被保険者など）

♦ 一般的なサービス内容

・健康相談・医療アドバイスの提供

・適切な医療機関の紹介

・外来・入院案件での医療費の支払保証 （提携携外国保険や勤務先からの支払保証に基づく）

・メディカルモニタリング （容態・経過・治療計画・移送プラン・医療費など）

・本国保険会社や勤務先との連絡・調整 （有無責判断、メディカルレポート）

・必要な場合の電話を通じ言語アシスト

・緊急医療移送、帰国医療移送の手配 （アシスタンス会社医師による医療的見解と設計に基づき受入先
病院までの一貫した手配と費用の支払保証）

・遺体移送(本国送還）・現地火葬の手配
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医療費と外国保険
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外国人患者の医療費

♦ 自費診療費用の最終負担元

♦ 保険診療 一般の健保の被保険者としての精算

♦ 自費診療 点数単価は個々の医療機関の設定による

・ 本人の自腹 無保険の個人旅行者・滞在者、また保険対象外ケースなど

・ 勤務先の事業費 外国人従業員の医療費を事業費で処理。地元企業と月々請求“ツケ”

の合意ある病院も

※インバウンド旅行保険 国内損保が販売。主に短期旅行者対象

・ 外国保険 来日前に本国で加入してくる旅行保険・医療保険の類
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保険とは

“保険料を支払って保険契約（加入）し、所定の状況において契約と約款に基づき補償の範囲で
経済的補償（保険金）を受ける“

・ 生保 ： 死亡保険、個人年金保険など

・ 損保 ： 発生した保険事故でかかった費用的損害を実損填補する － 旅行保険

・ 第三分野 がん保険、医療保険、介護保障保険など

・ 外国人患者が日本国内の医療費処理に使える保険は、来日前に本国で加入した旅行保険が一般的。
一部カード付帯の旅行保険もあり

・ 旅行保険は一般的には医療費など費用的損害を実損填補する損害保険。健保代わりとなるものではない

♦ （民間）保険の区分

♦ 旅行保険
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保険会社と患者の関係

医療費を旅行保険で処理するということは．．．

・ そのうえで、患者の保険契約・約款の範囲で保険会社の承認のうえ「保険金」が支払われる

・ この「保険金」が医療費支払いに充当される

保険会社
本人

（被保険者）

アシスタンス会社 / 

クレームエージェント

医療機関

－保険契約・保険料

提携

（保険会社に代わり支払い）

診療
医療費発生

－保険金請求・支払い

保険契約者である患者本人が保険会社に請求した保険金で処理すること

・ そのために保険契約者（被保険者）である患者本人が保険会社に保険金請求手続きする

約款・保険証券

“第三者”

“第三者”
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・ クレジットカード付帯（自動・任意・特定の条件付き）

・ パックツアーに組み込まれている強制加入

・ 勤務先企業・団体が保険会社と包括契約

・ 本人の任意加入（空港、旅行会社、ネット）。 留学先学校からの指定で強制加入も

保険加入の形態

・居住国により加入形態に特徴がある

・訪日者で多い旅行保険の国籍： 米国、英国、フランス、ドイツ、台湾、タイ、韓国、中国など
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外国人の受診で発生し得る費用

♦ 医療費： 外来・入院等受診による診察・投薬・検査費用など医療機関からの請求分

♦ 医療機関取り扱い以外のサービスや費用： 外部通訳、本国へ転院移送、遺体送還など

・ 患者に代わりアシスタンス会社から医療機関に「支払保証」し医療費を立替え払いする“サービ
ス” も、提携保険会社の承認・指示に基づき提供される被保険者（患者）へのアシスタンスサ
ービスのひとつ

※ 保険に付帯する「アシスタンスサービス」として これらの手配を受けられる場合あり
※ 実際の手配は、保険会社が提携するアシスタンス会社を通じ、患者が加入する保険の契約内容・

約款・限度額の範囲で行われる

・ 保険の種類や契約内容によって、一切アシスタンスサービスが付帯していないことも多い

医療費支払いも含め基本的にすべて一旦本人払い

医療費の支払い保証 /  Guarantee of Payment “GOP”
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外国人患者が加入する旅行保険

・ 保険は全てのケース、全ての費用項目や金額に対し適用されるわけではない

・ 保険適用の可否や適用範囲は、契約内容と保険約款に基づき保険会社の判断による

・ 保険会社の有無責判断により、免責・無責の場合は一切の補償なし

・ 個々の契約内容により補償項目と限度額、対象地域（”US only” など）が異なる

・ 加入する保険により、医療費支払保証などアシスタンスサービスが付帯しているものがある

・ 本人が医療費等、一旦全額支払って保険会社に払い戻し請求する”Pay & Claim”

タイプの保険が多い （アシスタンス会社など第三者を通じての医療機関への支払いは不可）

♦ 諸外国旅行保険の一般的特徴

・ クレジットカード付帯の保険は任意加入の旅行保険より補償限度額・サービスともに限定される

・ 医療費を最初の一定額まで自己負担し、超過部分を保険適用する (Co-Pay)保険も
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外国保険での医療費処理

♦ 一般的には一旦本人が医療費を全て支払って後日保険へ請求 (Pay & Claim)

♦ “キャッシュレスサービス” 付帯の場合

・ 契約者である加入者本人が所定のコールセンターを通じ保険会社に連絡し医療費キャッシュ
レスの アシスタンスを要請することが基本

♦ 患者がキャッシュレス治療を希望する場合は

・ 連絡先や加入内容は患者が持つ保険証券やインシュアランスカードなどに記載

・ 保険会社が指定する提携アシスタンス会社などを通じ医療機関へ医療費を支払保証し、払込む

・ 提携アシスタンス会社は保険会社からの確認・承認・指示なしに医療機関へ支払いは不可

・ 領収書と診断書をもって後日、本人から所定の保険金険請求書(Claim Form)で保険会社に払
い戻し請求する

・ 保険会社から直接、またはその提携アシスタンス会社などを通じ本人に代わり医療機関へ支
払われるサービス

xxx Insurance
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♦ 医療費キャッシュレス扱いにかかわる患者の同意 （個人情報の扱いなど）

→ 第三者が自分に代わり保険会社に対し保険金請求することについての同意と依頼

→ 自分に代り保険会社に保険金請求する目的で、第三者（医療機関）が自分の医療情報・個人情報を

他の第三者（アシスタンス会社、クレームエージェント）に開示し、その情報が第三者と保険会社の間
で保険処理のために取り扱われることについての同意

・ 各保険会社指定の「保険金請求書（Claim Form)」上の同意欄や同意書書式に本人がサイ

ンし同意・誓約する

・ 第三者（医療機関やアシスタンス会社）によるキャッシュレス取り扱いには、被保険者（患者）
本人の同意・依頼・委任が必要



13

サンプル
xxx Insurance 

Claim Form

xx Insurance 
24 Hr helpline Number;

Toll Free Tel No; 
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保険会社との提携によるアシスタンスサービスの仕組み
（インターナショナルSOSによる

医療費支払保証の場合） 被保険者

（外国人患者）

保険会社指定

コールセンター(海外）

保険会社

（海外）

インターナショナルSOS 

アシスタンスセンター

(海外)

インターナショナルSOSジャパン

アシスタンスセンター (東京）

国内医療機関

・状況アップデート ・支払保証などアシスタンスの承認・指示

・医療費請求
・診断書等書類送付
・医療モニタリングや
転院/本国送還など
について協力

・連絡、支払保証、補償可否・範囲、限度額の案内
・診断書取付け、状況確認

・保険対象外や限度額を超過
した医療費等、本人への請求

保険契約・約款

・保険会社へ報告、資格確認
・保険会社の承認取り付け
・保険会社から承認・指示

・医療費キャッシュレスの要請
・以後の連絡

※電話連絡先は保険会社や
保険種類により異なる

・保険会社へ状況アップデート、承認取り付け

・保険会社から承認、指示
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ダイレクト・ビリング(Direct Billing)の問題

・ 近年、外国保険会社がダイレクト・ビリング取り扱いを医療機関にアプローチする傾向

・海外の保険会社窓口が英語で国内医療機関に直接電話やメール・ＦＡＸで確認や指示

・海外と英語でコンタクトや書類やり取りが医療機関担当者の負荷に

・保険会社に請求した金額どおりに医療機関へ支払われない場合も多い
・対象外費用、補償限度額超過分は請求額から差し引かれる
・送金手数料２か所分、請求額から目減りして振り込まれる場合も多い

♦ 外国保険会社と国内病院間の医療費の直接精算

請求内容照会

海外送金

請求文書作成・送付

照会への対応

・ 保険会社が対象外や超過分まで医療機関に支払って保険会社から本人に請求することはない

・入金時に１円の過不足でも受けられない医療機関には適さない

・Co-Pay型など保険が複雑化･多様化し、混乱しやすく医療機関の事務負荷増大

・勝手にキャッシュレス病院リストに掲載される

xx Insurance

保険会社
医療機関
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国内各地医療機関の対応状況
ア

・ 外来は原則現金かカード払いのみとしているが、高額になりやすい入院では患者に外国保険
の有無を確認する、でもその先のやり方が良くわからない

・ 医療機関によって外国保険への対応の有無や対応の仕方は異なる

・ 保険の有無にかかわらず後払いの約束で帰国させた場合は回収が難しくなる

・ 救急隊搬送された無保険の患者の入院中に病院から本国の親族に連絡を取り送金させた
ケースがあった（病院で言語対応）

・ ダイレクトビリングに対応することで、そのリスクと現場の事務的負荷が問題に。点数単価を高
め設定し、事務部門で英語対応可能な外国人受入に積極的な医療機関が主に対応

・ 入院中に患者本人が米国Ｃ保険指定の連絡先に電話連絡し、アシスタンス会社も介在し支払保
証しているのに、一方でＣ保険海外窓口から直接病院に英語で頻繁に連絡してきて混乱した

・一方、外国保険を持つ患者の治療範囲についてドクターが質問を受けることも。しばしばトラ
ブルに。 特に歯科治療や、個人による選択肢の多い治療で頻発

・医療費を自分で支払って帰国後保険請求した保険会社から国内病院が後で 英語で照会を
受け、担当者が無理なことまで回答に対応している
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・ 必要な医療情報開示について院内で理解の問題があった

‐医療情報開示についての院内理解

‐主治医の理解・協力 ← 国際支援室や医事課から主治医と調整

‐アシスタンス対応や保険処理で必要な情報

‐主治医が協力しない場合も

同意書
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・医療機関からの請求書発送が遅れ、保険会社の請求受付け期限を過ぎて拒否され支払
を受けられず未収金になるケース （アシスタンス会社が支払保証している場合も）

・保険への請求で撥ねられる費用項目で請求書を送り、その項目分差し引いて支払われた

・自己負担分が非常に高額になっている入院患者の本国転院医療移送の検討

・入院患者の本国へ帰国転院移送手配は保険付帯のアシスタンスサービスが提供されたが
医療費キャッシュレス対応のサービスは無く、全て患者にPay & Claimを求められた

・ 入院患者は旅行保険への加入がなかったが、アシスタンス会社と法人契約の会員であったた
め、アシスタンス会社から支払保証がされ医療費は全額立替払いされた
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私見

・ それぞれの地域の患者の特性・属性に応じ、また個々の医療機関の方針や対応能力
の中で無理のないかたちを検討し判断していただく

・ 外国保険対応の前に、外国人診療受入れに対する医療機関側の考え方、方針、戦略、
受入れ体制がそれぞれに異なる

・ 医療機関の周辺地域の患者特性・属性によって保険加入状況も未収金リスクも異なる

・ 外国保険にどう対応すべきかは、各医療機関の事務現場の状況や負荷、事業方針も
それぞれ異なる中で、国内すべての医療機関に共通に正解となる方法はない

・ もともと Pay & Claimが原則の保険は多い。外来では現金やカードで Pay & Claimを原則

にしながら本人が保険会社に請求しやすいように最少限の協力を、入院では必要な場合
本人から保険会社へ連絡させる

・ なぜ外国保険に対応するか、の考え方も異なる

・ Pay & Claimさせても外国保険から照会を受けることも。対応無理なことは断ってしまってもよい
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ありがとうございました

インターナショナルＳＯＳジャパン株式会社
24時間アシスタンスセンター 03 3560 7170

Web: http://www.internationalsos.co.jp/

http://www.internationalsos.co.jp/

